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表 1 モデルカリキュラム「幼児と表現」における下位項目の一般目標 
「幼児と表現」の下位項目 各下位項目の一般目標 



























































































































































































































































































表 3 幼稚園実習の音楽活動で役に立った音楽の授業内容（度数 2以上のキーワード群） 
科目名 調査協力者の回答内容（テキスト型データ）から抽出したキーワード群 



























































































次に表 3のキーワード群と表 2のキーワード群を比較観察したところ、度数が多い表 3の
「季節の歌（度数 32）」「コード（度数 15）」「楽譜（度数 15）」は、シラバスの「授業の到達














































































































































































































































































































また、度数が多い表 6の「製作（度数 66）」「技法（度数 43）」は、表 5のキーワード群に
含まれる造形表現活動の基本用語といえよう。しかしながら、表 6の「工作（度数 20）」「折
り紙（度数 18）」は図画工作の教育内容（表 5）に記載されていない。このうち、「工作」は
作新学院大学女子短期大学部研究紀要（第 1号） 
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意味が広範囲であり、授業の科目名にも含まれている。その結果、多くの調査協力者が造形
表現活動を「工作」と理解・判断したのではないか。また、「折り紙」の度数が多い要因は、
図画工作Ⅱの導入プログラム（15分程度）として、複数回の授業に折り紙の折り方および指
導法を教授した結果と考える。 
 以上の議論を整理するならば、図画工作で調査協力者が修得した造形表現の知識・技能は、
幼稚園実習の様々な造形表現活動に活用されているといえよう。 
 
Ⅳ．結論 
 
本研究は、調査協力者の回答内容（幼稚園実習で役立った音楽表現の知識・技能ならびに
幼稚園実習で役立った造形表現の知識・技能）を分析し、幼稚園実習で活用した授業（音楽・
図画工作）の教育内容を分析・考察した。その結果は以下のとおりである。 
⑴修得した音楽表現の知識・技能と幼稚園実習の音楽表現について（作業仮説❶） 
①音楽Ⅰで修得した音楽表現の知識・技能は、幼稚園実習Ⅰの見学実習・観察実習・参加実
習で活用される可能性が高い。 
②音楽Ⅱ・音楽Ⅲで修得した音楽表現の知識・技能は、幼稚園実習Ⅰと幼稚園実習Ⅱの双方
で活用される可能性が高い。とりわけ、幼稚園実習Ⅰ・幼稚園実習Ⅱに共通する参加実習
は、音楽Ⅱ・音楽Ⅲの教育内容を改善する鍵概念に位置づけられる。 
③音楽Ⅲ・音楽Ⅳで調査対象者が修得した音楽表現の知識・技能は、部分実習と責任実習の
音楽活動に活用されている。 
④調査協力者は、実習形態に応じて、授業（音楽Ⅰ・音楽Ⅱ・音楽Ⅲ・音楽Ⅳ）で修得した音
楽表現の知識・技能を活用している。 
⑵修得した造形表現の知識・技能と幼稚園実習の造形表現について（作業仮説❷） 
①調査協力者が修得した造形表現の知識・技能は、部分実習と責任実習の造形表現活動に活
用されており、特に図画工作Ⅲの教育内容が責任実習で重視されている。 
②図画工作Ⅲで調査協力者が修得した造形表現の知識・技能は、幼稚園実習Ⅱの責任実習に
おける造形表現活動で重要な役割を担っている。 
③図画工作で調査協力者が修得した造形表現の知識・技能は、幼稚園実習の様々な造形表現
活動に活用されている。 
今後は、本研究の成果に基づき音楽・図画工作の教育内容を見直し、下記のとおり、音楽
表現・造形表現の〈基礎的な知識・技能を修得する学習活動〉と〈幼児の表現を支えるための
感性を豊かにする学習経験〉を関連づけた教育体系に改善したい。 
【幼稚園実習の実習形態に基づき改善した音楽の教育内容】 
音楽Ⅰでは、観察実習・参加実習等で活用できる曲などの幅広い基礎知識を学ぶ。また、
音楽Ⅱでは、音楽Ⅰの学習成果を掘り下げ、部分実習・責任実習で豊かな音楽表現活動に応
用出来るよう知識・技能の理解を深める。さらに音楽Ⅲ・Ⅳは、修得した音楽表現の知識・技
能を実践力・応用力に発展させる。具体的には、個人レッスンにおける音楽表現活動の経験
（弾き歌いなど）を蓄積する。 
【幼稚園実習の実習形態に基づき改善した図画工作の教育内容】 
図画工作Ⅰでは、幼児の造形表現活動を理解するため、造形表現の基礎的な知識・技能を
幼稚園実習における音楽・図画工作の教育効果（井上・花田・坪井） 
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修得する。また、図画工作Ⅱは、幼稚園実習Ⅰ（観察実習・参加実習等）の事後学習と関連づ
けながら、造形表現の知識・技能を応用できる実践力・発想力・思考力の醸成を図る。さらに
図画工作Ⅲは、幼稚園実習Ⅱの責任実習で活用する造形表現の具体的な知識・技能を学び、
図画工作Ⅳにおいて造形表現の知識・技能を発展させる。 
 
以上の教育改善と併行しつつ、今後は、本研究と同じ調査協力者が取り組んだ保育実習の
音楽表現活動・造形表現活動と音楽・図画工作で修得した専門知識・技能の関係性を分析し、
幼稚園教諭養成課程と保育士養成課程における実習体験と音楽教育・造形表現教育の学習成
果を比較考察したい。 
 
注 
１）平成 30年度適用の保育所保育指針（平成二十九年厚生労働省告示第百十七号）も「幼児教育を行う施設とし
て共有すべき事項」として「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を明記している。 
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